
会議録（書面会議） 

会議名 

(審議会等名) 
相模原市南区区民会議 

事務局 

(担当課) 
南区役所区政策課 電話０４２－７４９－２１３４（直通） 

開催日時 令和４年２月１～８日 ※書面会議 

回答者 ２１人（別紙のとおり） 

会議次第 

 

 

 

 

１ 報告 

（１）世代間交流促進のための各地域・団体の取組事例についての報告 

 

２ 議題 

（１）令和４年度「地域の担い手育成事業」（案）について 

 

（２）無作為抽出型アンケートの実施（案）について 

 

 

  



審議経過 

発言者 経過内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●穂苅委員 

 

 

 

 

 

 

○事務局 

 

 

 

 

●廣岡委員 

 

○事務局 

 

●田中委員 

○事務局 

 

●大谷委員 

 

○事務局 

 

（審議を書面等で行った理由） 

 神奈川県において「まん延防止等重点措置」の適用が決定したことを受け、区民会

議員が一堂に会する方法により会議をすることが困難な状況であることから、書面に

より区民会議委員の意見を求め、回答を得ることにより会議の開催に代えることとし

た。 

 

議題 1 令和４年度「地域の担い手育成事業」（案）について 

各委員からは、次のとおり意見があり承認された。 

なお、事業開始については、対面による会議にて改めて事業内容を事務局から説明し

た後に実施することとします。 

 

実施内容については賛成するが 

４ 実施予定校について 

まちづくり区域ごとに各種環境の違いが明白であるため、実施予定校を各まちづく

り区域から１校選任すべきではないか。 

７ 進め方について 

調査項目の作成（区政策課）、調査項目の確認・意見（小学校）となっているが、

調査項目の内容は区民会議委員の意見も聞くべきでないか。 

実証実験の対象校として、コミュニティスクールとして既に地域と関わりのある学

校を提案させていただいた。 

調査項目と実施校については、実際に事業開始する際には、改めて本会議にて諮り

たいと考えている。 

 

４ 事業スケジュールについて２年生では低学年すぎるのではないか。 

３年生→４年生→５年生ではどうか。 

対象学年については、実際に事業を開始する際に学校の意向も合わせ検討したい。 

 

目的の明確化、対象の明示、方法の具体的記述など、正確に記載した方が良い。 

資料の内容について、改めて検討させていただきます。 

 

対象を自らの意思で地域活動に参加する中～高校生に拡大できると、さらに良いの

ではないか。 

実証実験の対象校種としてとして、コミュニティスクールとして既に地域と関わり

のある小学校を提案させていただいた。 



●小寺委員 

○事務局 

 

●井部委員 

○事務局 

 

●井部委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事務局 

 

●井部委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事務局 

 

 

 

 

 

●黒子委員 

○事務局 

脱字：総合的学習の時間→総合的「な」学習の時間 

ご指摘のとおり修正します。 

 

誤字：子どもたちの達発段階→発達段階 

ご指摘のとおり修正します。 

 

事業の説明文に、３年間継続した取組であること、開始学年を２年生とし、同学年

を対象に発達段階の意識変化を調査することを加えてはどうか。（斜体加筆案） 

＜修正案＞ 

 方法は、３年間継続した取組とし、まち探検や総合学習の時間の展開で、子どもた

ちが、まちを調べまとめた後の発表時などにまとめた内容に関係する地域の方等に授

業に出席してもらい、意見交換などを行い学習を深めるとともに、地域の方との交流

を図る。 

 また、開始時の対象学年をまち探検を開始する小学校２年生とし、同学年を対象に

４年生までの発達段階における意識変化についても調査することとする。 

 

ご指摘のとおり修正させていただきます。 

 

「コミュニティ・スクール」についての説明も入れた事業説明にしてはどうか。 

（斜体加筆案） 

 

＜修正案＞ 

市教育委員会では、モデル校として各区１中学校区で「コミュティ・スクール」（中

学校区を 1 つの単位として学校運営協議会制度を導入した学校のこと）を指定してい

る。 

南区においては鵜野森中学校区が「コミュティ・スクール」に指定されており、学

校運営や学校の課題に対して、広く保護者や地域住民が参画できる取組を実施してい

る校区内の大野小学校、鹿島台小学校の２校を実施予定校とする。 

 

ご指摘のとおり修正させていただきます。 

 

 

議題 2 無作為抽出型アンケートの実施（案）について 

各委員からは、次のとおり意見があり承認された。 

 

誤字：アンケート設問１１「収集元にを１つ」→「収集元を１つ」 

ご指摘のとおり修正させていただきます。 



●小寺委員 

○事務局  

 

●井部委員 

 

○事務局 

 

 

 

●秋場委員 

○事務局 

 

●廣岡委員 

WEB 回答の Google フォームについて「はい」「いいえ」で選んだ先に誤りがある。 

ご指摘のとおり修正させていただきます。 

 

性別の回答欄について、自由記載（        ） をその他に回答しないを

無回答に変更してはどうか。 

ご指摘のとおり修正させていただきます。 

 

その他 

 

区民会議の公募を広くお知らせする様なものを同封した方が良い。 

次期委員公募については、同封のお知らせに記載させていただきます。 

 

子育て広場「たんと」は、概ね 0 歳～3 歳の親子が一緒に遊んで、お話ができる場

所である。 

コロナ禍で予約制となり予約が取りにくい状況である。 

また、図書館の絵本の読み聞かせの中止や子供センターの予約サロンの中止など子

供が安心して行ける場所が少なくなっている。 

先日、利用者の方から「もっとたんとのような広場がたくさんあれば良い」と言わ

れた。 

他にも「便利な場所（駅前）に広場があると嬉しい」等、意見ももらっている。 

安心安全な子育て広場ができれば若い親子が集まり、そこで仲間もでき、地域活動

（ふるさと祭、運動会）への参加も増えると思う。 

 

  



相模原市南区区民会議委員名簿 

（順不同・敬称略） 

 氏名 所属等 備考 出欠席 

１ 秋場 智子 公募委員  ○ 

２ 井坂  聡 相模女子大学人間社会学部教授 会長 ○ 

３ 井部 弥生 相模原市民文化財団  ○ 

４ 大谷 かな穂 公募委員  ○ 

５ 大木  恵 大野南地区まちづくり会議副会長  ○ 

６ 角田 隆洋 麻溝畜産会会長   

７ 金森  厳 
相模原・町田大学地域コンソーシアム業務部部長補佐 

市民・大学交流センター所長 
 ○ 

８ 草薙 喜義 相模原市社会福祉法人経営者協議会会長  ○ 

９ 九嶋 俊彦 相模原青年会議所常任理事  ○ 

10 黒子 信雄 東林地区まちづくり会議会長  ○ 

11 小寺 美卯 南区若者参加プロジェクト実行委員会  ○ 

12 佐田 昌史 相模原市民生委員児童委員協議会常任理事  ○ 

13 篠塚 実希子 相模台地区まちづくり会議会長  ○ 

14 杉本 祥一 相模原商工会議所常議員  ○ 

15 鈴木 貴市 相模原南交通安全協会会長  ○ 

16 瀬尾 守一 相武台地区まちづくり会議会長  ○ 

17 田中 美加 北里大学看護学部教授  ○ 

18 中島 千尋 相模原市地区社会福祉協議会南区連絡会   

19 中島 勝平 麻溝地区まちづくり会議会長  ○ 

20 長瀬 徹 ジェイコム湘南・神奈川相模原・大和局局長   

21 廣岡 恵子 子育て親育ち応援団 With.cfc 会計監査  ○ 

22 穂苅 健二 新磯地区まちづくり会議会長  ○ 

23 三井 布美子 公募委員   

24 森  逸雄 大野中地区まちづくり会議会長 副会長 ○ 

25 吉田 貴子 女子美術大学芸術学部教授  ○ 

 


